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選
挙
制
度
１
２
０
周
年 

選
挙
関
係
功
労
者
総
務
大
臣
感
謝
状 

 

本
年
は
、
選
挙
制
度
１
２
０
周
年
に
あ
た
り
、
総

務
省
に
お
い
て
選
挙
関
係
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
笠
原
村
か
ら
は
、
長
期
に
わ
た
り
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
適
正
な
選
挙
執
行
に
努
め

ら
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
２
名
の
方
に
総
務

大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

【
受
賞
者
】 

古
谷 

 

賢 

様 

（元 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
） 

奥
山 

光
男 

様 
 

（現 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

 
 

           

職
務
代
理
者
） 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

 

東
京
都
で
は
、
10
月
28
日
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
内
地
で
の
患

者
発
生
数
は
依
然
多
く
、
学
級
閉
鎖
・
学
年
閉
鎖
の

措
置
を
と
っ
て
い
る
学
校
が
多
々
あ
り
ま
す
。 

内
地
と
の
人
の
往
来
の
増
え
る
年
末
年
始
を
迎
え
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
含
め
て
、
村
内
で
の
感

染
拡
大
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
に
も

「
う
が
い
・
手
洗
い
」
な
ど
日
々
の
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
は
、
随
時
配
布
し
て
お
り
ま
す
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

《
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
》 

 
 
 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

《
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
》 

 
 
 

医
療
課
診
療
所
係 

 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

小
笠
原
村
職
員
の
募
集
（一
般
事
務
） 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
一
般
事
務 

若
干
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
受
験
資
格
】 

《
大
学
卒
業
区
分
》 

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

《
高
等
学
校
卒
業
区
分
》 

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
試
験
の
方
法
等
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

【
試
験
日
時
】 

平
成
22
年
１
月
14
日
（木
）
筆
記
試
験 

 
 
 
 
 

  
 

    

15
日
（金
）
口
述
試
験 

【
会
場
】
小
笠
原
村
役
場 

【
申
込
用
紙
請
求
先
】
総
務
課
総
務
係 

【
申
込
締
切
】
12
月
21
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

医
療
助
成
（
○親
）の
医
療
証
の
更
新 

 

○親
（ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）の
医
療
証
は
、

要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま

す
。 

【
更
新
方
法
】 

① 
現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
（
資

格
者
）に
制
度
・
更
新
の
案
内
、
申
請
書
（現
況

届
）を
、
11
月
中
旬
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。 

② 

12
月
10
日
（木
）ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と

次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

（
イ
）
ひ
と
り
親
等
お
よ
び
ひ
と
り
親
等
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
や
児
童

に
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
の
あ
る

方
す
べ
て
の
平
成
20
年
中
の
所
得
金
額
、

税
の
申
告
上
の
扶
養
者
数
な
ど
の
わ
か

る
書
類 

③ 

②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該

当
審
査
・
区
分
判
定
を
行
い
、
現
在
の
医
療
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医

療
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

④ 

有
効
期
限
の
切
れ
た
医
療
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
旧
医
療
証
は
ご

返
却
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

※ 

②
（
ア
）
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特

に
前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変 

わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※ 

②
（
イ
）
の
書
類
は
、
平
成
21
年
度
住
民
税
課

税
証
明
書
で
す
。
税
務
係
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口

で
、
使
用
用
途
を
伝
え
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

（手
数
料
無
料
） 

 

な
お
、
本
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

の
住
民
税
課
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
の
役
所
で

交
付
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
早
目
の

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※ 

更
新
日
の
前
後
に
内
地
滞
在
な
ど
の
予
定
が
あ

る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

医
療
助
成
制
度
お
よ
び
そ
の
他
の
医
療
給
付
に

は
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
。 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
特
に

○子
助
成
の
拡
大
に
伴
い
、

○親
助
成
と
の
優
先
順
位
（
更
新
時
期
が
異
な
る

た
め
、
数
か
月
単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
）
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/27 現在 

父島 

96.6/100 

母島 

100/100 

10月気象状況   （父島）

最高気温   30.5℃ 

最低気温   21.2℃ 

平均気温   26.4℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量  140.5mm

住民基本台帳登録者数（11/1）  

             2,481 人 

             父島      母島    

  人口      2,027 人   454 人 

  世帯      1,090    235 

短期滞在者     41 人     14 人 

ＮＯ．５６１ 

平成 21 年(2009) 

１２/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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【
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
】 

 

《

○乳
お
よ
び

○親
》

○乳
優
先 

 
※
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
に
関
係
な
く
優
先 

 

《

○親
お
よ
び

○子
》

○親
優
先 

※
住
民
税
非
課
税
の
場
合
） 

 

《

○親
お
よ
び

○子
》

○子
優
先 

※
住
民
税
課
税
の
場
合 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

 

長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の
納
期
限 

 

平
成
21
年
度
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料

の
普
通
徴
収
第
３
期
納
期
限
は
、
12
月
25
日
（金
）

で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

対
象
者
は
７
月
に
お
送
り
し
た
納
入
通
知
書
で

「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
保
険
料
の
期
割
額
の
記
載
が

あ
り
、
普
通
徴
収
第
３
期
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て

い
た
方
で
す
。
指
定
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に

よ
る
納
付
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
落
と
し
予
定
日
（平
成
22
年
１
月
４
日
）

の
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
保
険
料
の
納
付
方
法
が
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
の
方
は
、
12
月
支
給
の
年
金
よ
り
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
徴
収
額
等
は
納
入
通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」

の
欄
の
期
割
保
険
料
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

  

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
な
ど
の
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
第
三

者
的
な
立
場
か
ら
関
係
者
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解

決
が
で
き
る
よ
う
助
力
す
る
こ
と
で
す
。 

電
話
で
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
月
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
15
日
（火
）
午
前
９
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
支
所 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

保
育
士
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
保
育
士 

１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

平
成
22
年
１
月
４
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】 

月
曜
日
～
土
曜
日 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（週
30
時
間
以
内
） 

【
給
与
等
】
時
給
１
０
０
０
円 

（労
働
保
険
、
社
会
保
険 

完
備
） 

【
応
募
資
格
】 

村
内
在
住
で
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方 

【
募
集
要
綱
の
配
布
】 

12
月
１
日
（火
）か
ら
村
役
場
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

【
申
込
締
切
】
12
月
18
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
届
出 

 

◎
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、
所
有
者
変
更
、
転
出
な

ど
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！ 

 

軽
自
動
車
税
は
定
置
場
（主
に
駐
車
す
る
場
所
）の

市
町
村
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
村
が
実
際
の
定
置
場
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
軽
自
動
車
な
ど
を
別
の
定
置
場
所
で
登
録
し
て
い

る
場
合
や
、
名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
を
行
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い

場
合
は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
道
路

運
送
車
両
法
で
15
日
以
内
に
変
更
す
る
よ
う
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
車
両
を
廃
棄
し
た
り
、
知
人
に
譲
っ
て
し
ま

う
な
ど
し
て
車
両
の
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
４
月
１
日
を
過

ぎ
て
し
ま
う
と
、
登
録
し
て
い
る
所
有
者
の
方
に
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
変
更
手
続
き
の
窓
口
は
車
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
事
前
に
必
要
書
類
を
ご

確
認
の
上
、
該
当
す
る
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

                         

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 
２
―
３
１
１
２ 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
付
期
限

は
、
12
月
25
日
（金
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
引
き
落
と
し
予
定
日
（平
成
22
年
１
月
４

日
）の
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

年
末
年
始
の
南
島
入
島
可
能
期
間 

  

南
島
の
植
生
回
復
の
た
め
に
、
現
在
、
入
島
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
末
年
始
に
入
島
期
間
を
設

定
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
入
島
可
能
期
間
】 

12
月
27
日
（日
）～
平
成
22
年
１
月
２
日
（土
） 

※
入
島
禁
止
期
間
は
平
成
22
年
２
月
５
日
（金
） 

ま
で
で
す
。 

【
利
用
条
件
】 

○ 

観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の

同
伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し

て
く
だ
さ
い
。 

○ 

村
民
利
用
の
場
合
は
ガ
イ
ド
の
同
伴
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
役
場
へ
の
入
島
手
続
き

や
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
で
実
施
し

て
い
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講
習

を
修
了
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同
様
の
条

件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

区分 手 続 窓 口 

原動機付自転車 

排気量 50cc以下 
排気量 51cc以上 90cc以下 
排気量 91cc以上 125cc以下 
三輪以上のもの 
（ミニカー排気量 50cc以下） 

小笠原村 
財政課税務係 ２－３１１２ 
 

母島支所     ３－２１１１ 
小型特殊自動車 農耕作業用、その他のもの 

軽自動車 

四輪 
乗用（営業用・自家用） 

軽自動車検査協会 
東京主管事務所 

０３－３４７２－１５６１ 

貨物用（営業用・自家用） 

三輪のもの 

二輪のもの 

（排気量 126cc以上 250cc以下） 

二輪の小型自動車（排気量 251cc以上） 関東運輸局東京運輸支局 
０５０－５５４０－２０３０ 
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村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
年
末
年
始
の
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（火
）か
ら
１
月
３
日

（日
）の
間
、
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。 

【
休
日
ダ
イ
ヤ
】 

12
月
29
日
（火
）、
30
日
（水
）、  

１
月
３
日
（日
） 

【
臨
時
ダ
イ
ヤ
】 

 
 

12
月
31
日
（木
）～
１
月
２
日
（土
） 

※
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
各
停
留
所
に
年
末
に
掲
示
い
た

し
ま
す
。 

 

◎
村
営
バ
ス
か
ら
大
事
な
お
願
い
！ 

 

バ
ス
の
停
留
所
に
は
、
バ
ス
の
安
全
な
運
行
の
た

め
、
一
部
『
バ
ス
ゾ
ー
ン
』
と
し
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。『
バ
ス
ゾ
ー
ン
』
に
、
車
な
ど
が
駐
停
車
さ

れ
て
い
る
と
、
バ
ス
の
利
用
者
の
安
全
な
乗
り
降
り

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

村
営
バ
ス
の
安
全
な
運
行
の
た
め
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

ガ
ジ
ュ
マ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施 

  

今
年
の
父
島
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
見
港

に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
使
っ
て
実
施
し
ま
す
。 

日
の
短
く
な
る
時
期
に
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の

で
、
皆
様
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

【
点
灯
期
間
】 

12
月
１
日
（火
）～
平
成
22
年
１
月
15
日
（金
） 

午
後
５
時
～
10
時 

 

※
12
月
23
日
（水
）、
24
日
（木
）、
25
日
（金
）、

31
日
（木
）は
翌
朝
ま
で 

【
点
灯
式
】
12
月
１
日
午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収
日
（父
島
） 

 【
回
収
日
】
12
月
９
日
（水
） 

粗
大
ご
み
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
回
収
し
て
い

ま
す
。 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方 
父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
建

設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日(

月)

ま
で
に

必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止 

 

ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｔ
基
地
局
の
定
期
点
検
実
施
に

伴
い
、
父
島
お
よ
び
母
島
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
一
時
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
６
日
（日
）午
前
０
時
～
６
時 

 

※
予
備
日
12
月
13
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

第
38
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

 

【
日
時
】
平
成
22
年
１
月
17
日
（日
）
午
前
９
時
～ 

 
 

（
受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
～
８
時
45
分
） 

 
 
 

※
荒
天
順
延 

予
備
日
１
月
24
日
（日
） 

【
場
所
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町 

【
部
門
】 

 

《
個
人
》 

              

《
団
体
》 

○
男
子 

同
一
チ
ー
ム
の
６
㎞
走
者
上
位
５

名
の
合
計
タ
イ
ム 

○
女
子 

同
一
チ
ー
ム
の
４
㎞
走
者
上
位
５

名
の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
期
間
】 

 
 

12
月
７
日
（月
）～
平
成
22
年
１
月
８
日
（金
） 

【
申
込
用
紙
・
大
会
要
領
配
布
場
所
】 

 
 

12
月
７
日
（
月
）
よ
り
教
育
委
員
会
に
て
配
布

し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

 
 

一
般
参
加
者
（児
童
生
徒
以
外
）は
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
そ
の
他
】 

○
車
道
で
の
練
習
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。 

○
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
大
会
当
日
の
午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ
（競
技
終

了
）
ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
走
者
へ
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
・
コ
ー
ス
】 

 

○
１
部
ス
タ
ー
ト 

午
前
９
時
30
分
予
定 

○
２
部
ス
タ
ー
ト 

午
前
10
時
15
分
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
10
月
24
日
～
11
月
６
日 

○
航
空
路
関
係
要
望
活
動 

○
国
会
議
員
あ
い
さ
つ 

○
都
議
会
あ
い
さ
つ 

 

○
町
村
会
優
良
町
村
視
察 

等 

 
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
主
事
級
】 

 

産
業
観
光
課 

 
 

藤
丸 

正
英
《
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
》 

【
採
用
】 

総
務
課
付 

山
田 

真
央 

【
任
期
付
採
用
】 

村
民
課
付
（父
島
保
育
園
） 

泉
原 

み
ど
り
〔
保
育
士
〕 

任
期 

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で 

【
退
職
】
11
月
30
日
付 

 
 

宮
原 

ミ
チ
ル
《
産
業
観
光
課
》 

     

ﾊﾞｽｿﾞｰﾝ 
ﾊﾞｽ停 

青灯台入口、診療所、小港海岸などに 

バスゾーンがあります 

２部 １部 

種
別 

一
般
男
子
の
部 

高
校
生
男
子
の
部 

中
学
生
男
子
の
部 

低
学
年
（男
女
）の
部

一
般
男
子
の
部 

一
般
女
子
の
部 

高
校
生
女
子
の
部 

中
学
生
女
子
の
部 

高
学
年
（男
女
）の
部

６
km

６
km

６
km

２
km

４ 
km 

４ 
km 

４ 
km 

４
km

４
km

距
離

一
般
男
子 

高
校
生
男
子 

中
学
生
男
子 

小
学
生
低
学
年

一
般
男
子 

一
般
女
子 

高
校
生
女
子 

中
学
生
女
子 

小
学
生
高
学
年

参
加
資
格 

12
月
１
日
付 

 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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※公営企業会計の職員給与費は含まれてい

ません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村職員給与の状況 

※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務

職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職のいずれにも該当しない職員

をさします。 

４. 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況  

（平成 2１年 4 月 1 日）

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

一般行政 287,600 円 382,900 円 41.2 歳 

※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の月額を加算したものです。 

５．期末・勤勉手当の状況 (平成 21 年度） 

区分 小笠原村 国 

６月期 
期末 1.25 月 期末  1.25 月

勤勉  0.7 月 勤勉 0.7 月

１２月期 
期末  1.5 月 期末  1.5 月

勤勉 0.7 月 勤勉 0.7 月

３月期 ― ― 

合計 4.15 月 4.15 月 

６．一般行政職の昇給期間短縮の状況 

平成 18 年度より、特別昇給（昇給期間の短縮）は廃止されました。 

※１ 通勤のために交通機関等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場

合の通勤距離が片道２km 以上であること。 

※２ 通勤のために自動車等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合

の通勤距離が片道２km 以上であること。 

※その他 管理職手当、単身赴任手当 

※住宅手当（自己所有住宅）については、平成 21 年 12 月より廃止。 

１０．その他の手当②（担当業務及び勤務実績に応じて支給されるもの）の状況 

手当名 区分 支給額 

特殊勤務手当 
（著しく危険、不快、不健康、困

難な勤務、その他著しく特殊な

勤務に従事したときに支給され

る手当） 

税務職員特別手当 月額３，０００円

保育業務従事手当 月額１２，０００円

診療所勤務手当 月額５，０００円

看護業務従事手当 

拘束時間１６時間    

以下４，０００円／回

以上８，０００円／回

放射線業務手当 ２８０円／日

夜間緊急登院手当 ７００円／回

浄水場運転手当 ８００円／日

超過勤務手当 
（正規の勤務時間を越えて勤務

した時に支給される手当） 

１人当たり平均支給月額 70，200 円 

（平成 20 年度実績） 

管理職特別勤務手当 
管理職１人当たり平均支給月額 31，000 円 

（平成 20 年度実績） 

 

７. 特別職の給料・報酬および期末手当の状況  （平成 21 年度） 

区分 給料・報酬の月額  （単位：円） 期末手当支給割合 

村長 

給料 

650,000    ６月期 1.45 月 

副村長 580,000 １２月期 1.65 月 

教育長 550,000    ３月期 － 

議長 

報酬 

240,000    ６月期 1.45 月 

副議長 195,000 １２月期 1.65 月 

議員 176,000    ３月期 － 

※人件費には、特別職に支給される給料

報酬等が含まれています。 

１１. 退職手当の状況 

区分 
普通退職 定年退職 

（月分） （月分） 

支
給
率 

連続 20 年 24.25  33.50  

連続 25 年 32.50  43.50  

連続 35 年 49.75  59.20  

最高限度 59.20  59.20  

加算措置 定年退職の場合、調整金が加算されます。

退職時の特別昇給 なし 

 

３. 職員の初任給（給料）の状況 （平成 2１年 4 月 1 日） （単位：円）

区分 
小笠原村 国 

初任給 採用２年後 初任給 採用後２年

一般行政 
大学卒 172,200 182,400 172,200 182,400 

高校卒 140,100 147,200 140,100 147,200 

９．その他の手当①（毎月決まって支給されるもの）の状況   
※再任用職員に手当は支給されません。

手当 区分 小笠原村 国 

扶養

手当

配偶者 １３，０００円 １３，０００円

配偶者以外の扶養親族２人まで １人当たり６，０００円 １人当たり６，０００円

その他の扶養親族 １人当たり５，０００円 １人当たり５，０００円

住宅

手当

自己所有住宅 
２，５００円

（購入後５年以内）

２，５００円

（購入後５年以内）

賃貸住宅 
支給限度額

２７，０００円

支給限度額

 ２７，０００円

通勤

手当

交通機関利用者 

（※1） 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

３０，０００円 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

５５，０００円 

自動車等の利用者 

（※2） 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給

１２. 定員の状況 （平成 21 年 4 月 1 日）

区分 職員数 対前年増減数 
主な増減理由 

部門 平成 20 年 平成 21 年 平成 20 年 平成21年

普通会計

議会 2 2 0 0   

総務 25 27 0 2 ㈶東京島しょ振興公社派遣

税務 3 3 0 0  

民生 20 21 0 1   

衛生 13 17 △ 2 4 複合医療施設の開所に備え

て看護師を増員

農林水産 0 0 0 0   

商工 6 6 △ 1 0  

土木 7 7 0 0   

教育 4 4 0 △ 1   

小計 80 87 0 6   

公営企業等

会計 

水道 3 4 0 1   

その他 2 2 0 0   

小計 5 6 0 1   

合計 85 93 △ 3 7   

職員の給与は、村会議の審議を経て、条例で決められています。 

村民の皆さんにご理解いただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします。

●問合せ先 総務課総務係  ２―３１１１

※その他 火葬場運転手当、特殊作業手当、宿日直手当 

１．人件費の状況 

 （平成 20 年度普通会計決算） 

歳出額 

4,089,059 

（千円） 
人件費 

693,789（千円） 

（16.97％） 

２．職員給与費の状況 

 （平成 20 年度普通会計決算） 

職員手当 

96,333（千円） 

期末勤勉手当 

111,990（千円）

給料 

286,493 

（千円） 

計（千円） 

480,813 

職員数 85 人 

一人当たり給与費 

5,723（千円） 

８．一般行政職員の級別状況（平成 21 年 4 月 1 日） 

 主事（9人）14.75％ 

 《前年》７人（12.28％） 

係長（18人）29.51％ 

 《前年》19 人（33.33％）

 課長（14人）22.95％ 

 《前年》15 人（26.32％）

主任（13人）21.31％ 

《前年》12人（21.05％）  

課長補佐（7人）11.48％

 《前年》4 人（7.02％） 

区別 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
21
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
14
日
（月
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（免
許
証
な
ど
）、
③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆

様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
、
村
役
場
村
民
課
ま
た

は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持
ち
で

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）】 

 
 

生
態
系
保
護
地
域
の
年
間
入
林
申
請
（
年
間
パ

ス
）を
さ
れ
て
い
る
方
で
、期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
林
申
請
の
再
申

請
が
必
要
で
す
。
年
間
パ
ス
の
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

 
 

再
申
請
の
際
に
は
、
現
在
の
許
可
書
お
よ
び
利

用
講
習
修
了
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

環
境
省
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
小
笠
原
国
立
公
園
の
見
直
し 

  
小
笠
原
国
立
公
園
の
区
域
の
見
直
し
内
容
が
11

月
12
日
付
け
で
官
報
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
海
中
公
園

地
区
の
新
規
指
定
、
特
別
保
護
地
区
の
指
定
面
積
の

増
加
等
、
公
園
区
域
お
よ
び
公
園
計
画
の
全
般
的
な

見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

変
更
後
の
公
園
計
画
を
表
示
し
た
図
面
お
よ
び
計

画
書
は
、
環
境
省
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。 

 

◎
国
指
定
小
笠
原
群
島
鳥
獣
保
護
区
の
更
新 
  

11
月
１
日
か
ら
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
が
更
新
さ

れ
、
父
島
お
よ
び
母
島
の
ほ
ぼ
全
域
が
狩
猟
禁
止
区

域
（有
害
鳥
獣
捕
獲
を
除
く
）と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

鳥
類
繁
殖
地
を
含
む
周
辺
１
㎞
の
海
域
が
鳥
獣
保
護

区
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ

ウ
モ
リ
の
集
団
ね
ぐ
ら
形
成
域
の
保
全
を
図
る
た
め
、

扇
浦
地
域
の
一
部
は
毎
年
12
月
１
日
か
ら
翌
年
６

月
30
日
ま
で
特
別
保
護
指
定
区
域
と
な
り
、
指
定
区

内
に
お
い
て
は
、
撮
影
、
録
画
、
録
音
、
な
ら
び
に

工
作
物
の
設
置
や
木
竹
の
伐
採
を
行
う
に
は
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

更
新
後
の
鳥
獣
保
護
区
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環

境
省
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。 

 
 

◎
種
の
保
存
法
に
基
づ
く
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種

の
新
規
指
定 

  

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存

に
関
す
る
法
律
（種
の
保
存
法
）施
行
令
を
改
正
す
る

こ
と
と
し
、
12
月
15
日
に
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
を
国
内
希
少
野
生
動
物
に
指
定
す
る
予
定
で
す
。 

今
後
、
農
業
被
害
対
策
を
含
め
た
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
と
の
共
生
の
推
進
を
図
る
た
め
の
事
業

計
画
を
策
定
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
４ 

 

平
成
22
年
小
笠
原
警
察
署
武
道
始
式 

 

【
日
時
】
平
成
22
年
１
月
３
日
（日
）
午
後
２
時
～ 

【
場
所
】
海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊
体
育
館 

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

      

銃
器
に
よ
る
弟
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

東
京
都
で
は
、
弟
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
い
た
し

ま
す
が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
駆
除
期

間
中
は
弟
島
お
よ
び
そ
の
沿
岸
２
０
０
ｍ
以
内
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
期
間
】 

 
 

12
月
６
日
（日
）、
８
日
（火
）、
12
日
（土
） 

 
 
 

午
前
７
時
～
正
午 

 

※
天
候
不
良
等
の
場
合
は
、
12
月
13
日
（日
）、

14
日
（月
）、
18
日
（金
）、
19
日
（土
）
に
振

り
替
え
て
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
フ
ィ
ー
ル
ド
解
説
「
地
名
の
由
来
を
知
り
た
い
！
」 

 

現
在
開
催
中
の
「
小
笠
原
の
地
名
展
」
に
あ
わ
せ

て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
解
説
を
行
い
ま
す
。
幕
末
の

絵
と
見
比
べ
な
が
ら
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
見
て
み
た

い
方
、
地
名
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
13
日
（日
） 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

※
雨
天
の
場
合
19
日
（土
）に
延
期 

【
コ
ー
ス
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

→ 

大
神
山
神
社

→ 

パ
ノ
ラ
マ
展
望
台 

→ 

清
瀬 

→ 

ペ
リ
ー

来
航
記
念
碑
（解
散
） 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
飲
み
物 

【
参
加
費
】
保
険
料
１
０
０
円 

【
講
師
】
延
島 

冬
生
（日
本
地
名
研
究
所
会
員
） 

【
定
員
】
20
名 

【
申
込
期
間
】
※
先
着
順 

12
月
２
日
（水
）～
９
日
（水
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

※
６
日
（日
）、
７
日
（月
）
は
除
く 

 

◎
開
館
日 

 

12
月
８
日
（火
）～
31
日
（木
）
は
毎
日
開
館
し
ま

す
。
ま
た
、「
小
笠
原
の
地
名
展
」
に
つ
い
て
、
19
日

（土
）
の
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
監
修
者
の
延
島

冬
生
さ
ん
が
会
場
で
解
説
し
、
皆
さ
ん
の
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

ス
ト
ッ
プ
！ 

振
り
込
め
詐
欺
！ 
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小
笠
原
高
校
公
開
講
座 

 

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
座
（初
級
） 

 

【
内
容
】 

 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
あ
ま
り
使
っ
た
こ
と
の
な
い

初
心
者
の
方
向
け
の
講
座
で
す
。
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
・
ビ
ス
タ
（Window

s V
ista

）の
基
本
的
な
使
い

方
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（ワ
ー
ド
）・
表
計
算
ソ
フ

ト
（エ
ク
セ
ル
）の
基
本
的
な
使
い
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
実
習
を
行
い
ま
す
。 

【
時
間
】
午
後
６
時
～
８
時 

【
日
程
お
よ
び
内
容
】 

 

①
１
月
11
日
（月
） 

 
 

《
内
容
》
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
ビ
ス
タ
の
基
本
的

な
使
い
方
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
入
力

方
法 

 

②
１
月
12
日
（火
） 

 
 

《
内
容
》
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な
使
い
方
（１
） 

 

③
１
月
13
日
（水
） 

 
 

《
内
容
》
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な
使
い
方
（
２
） 

 

④
１
月
18
日
（月
） 

 
 

《
内
容
》
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
使
い
方
（１
） 

 

⑤
１
月
19
日
（火
） 

 
 

《
内
容
》
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
使
い
方
（２
）、 

 
 
 
 
 

             

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法 

【
講
師
】
小
笠
原
高
校
教
師 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名
（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
） 

【
費
用
】
受
講
料 

１
０
０
０
円 

 
 
 
 

テ
キ
ス
ト
代 

１
５
９
０
円 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

 
 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
12
月
14
日
（月
） 

 

◎
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
楽
し
く
走
る 

  

坂
道
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
厳
し
い
と
言
わ
れ
る
父

島
の
特
徴
あ
る
地
形
の
中
で
、
楽
し
く
長
く
続
け
ら

れ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
築
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
日
時
】
12
月
23
日
（水
）、
26
日
（土
）、 

 
 
 

                                                  

１
月
９
日
（土
）、
16
日
（土
）、
23
日
（土
） 

 

各
回
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分 

【
場
所
】
父
島
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド 

【
対
象
者
】
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
走
る
こ
と
）
に
興
味
を 

お
持
ち
の
方 

【
定
員
】
20
名 

【
内
容
】 

 
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走

れ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
身
に
つ
け
る
。 

 

○
楽
し
く
、
長
く
走
る
コ
ツ
を
身
に
つ
け
る
。 

 

○
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
給
水
や
健
康
管
理
に
つ
い
て

学
ぶ
。 

 
○
仲
間
と
一
緒
に
走
っ
た
り
、
野
山
を
走
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
色
々
な
走
り
を
体
験

し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
ラ
イ
フ
を

見
つ
け
る
。 

【
費
用
】 

 
 

受
講
料 

１
０
０
０
円 

 
 

保
険
代 

５
０
０
円 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
12
月
10
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
３
４
１ 

 

「海
の
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」展
示
会
の
開
催 

 

小
笠
原
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
」「
灯
台
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
小

笠
原
の
海
を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

次
の
と
お
り
展
示
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

【
展
示
期
間
】
12
月
25
日
（金
）
午
後
５
時
ま
で 

【
展
示
会
場
】 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

職
員
募
集 

 

◎
看
護
師
（正
職
員
） 

【
仕
事
内
容
】 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
看

護
・
介
護
業
務 

（健
康
管
理
・
機
能
訓
練
・
入
浴
・
送
迎 

他
業
務
） 

【
勤
務
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分 

 
 

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
は
変
則
勤
務
有
り 

【
応
募
資
格
】 

○
看
護
師
免
許
・
普
通
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
可
）
を
有

す
る
方 

 

○
医
療
・
福
祉
分
野
で
の
業
務
経
験
４
年
以
上 

【
そ
の
他
】 

 
 

社
会
保
険
完
備
・
借
上
社
宅
有
（内
地
採
用
者
） 

【
募
集
期
間
】
随
時
受
付 

 

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（パ
ー
ト
） 

【
仕
事
内
容
】
訪
問
介
護
業
務 

【
応
募
資
格
】 

 
 

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
、普
通
運
転
免
許
（Ａ
Ｔ
限

定
可
） 

 
※
運
転
免
許
未
所
持
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
勤
務
日
時
】
応
相
談 

【
給
料
等
】
時
給
１
３
０
０
円
～
１
５
０
０
円 

 

各
募
集
と
も
採
用
者
決
定
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

社
会
福
祉
法
人 

明
老
会 

 
 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

（担
当 

井
上
） 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
）。 

次
回
は
、
３
月
の
予
定
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
８
日
（火
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
９
日
（水
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を 

 

除
く 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
程
】
12
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日
（木
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時
ご
ろ 

②
12
月
31
日
（木
） 

午
後
９
時
30
分
～
翌
午
前
１
時
ご
ろ 

③
１
月
１
日
（金
）
午
前
８
時
～
午
後
４
時
ご
ろ 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】 

ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営 

他 

【
時
給
】
１
０
０
０
～
１
５
０
０
円 

【
募
集
締
切
】 

決
定
し
だ
い
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

 

○
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。 

○
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を

希
望
し
ま
す
が
、
①
～
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（小
港
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
小
港
海
岸
で
行
い
ま
す
。 

人
工
の
漂
着
ご
み
と
自
然
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と

で
、
小
港
海
岸
の
美
し
い
白
砂
の
景
観
を
回
復
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
23
日
（水
）
午
後
２
時
30
分
集
合 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
前 

 

※
小
港
海
岸
へ
の
移
動
手
段
は
、
商
工
会
で
用
意

し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
（
お
持
ち
の
方
は
軍
手
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

参
加
者
募
集 

 

【
日
時
】
12
月
13
日
（日
）
午
前
９
時
30
分 

【
会
場
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

【
申
込
締
切
】
12
月
９
日
（水
） 

【
申
込
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付 

【
競
技
方
法
】 

○
８
ホ
ー
ル
４
ラ
ウ
ン
ド
（個
人
戦
） 

○
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会 

 

※
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
は
社
協
で
用
意
し
ま
す
。 

※
競
技
運
営
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
25
回 

お
せ
ち
料
理 

 

～
出
来
上
が
っ
た
料
理
で
昼
食
会
を
し
ま
す
～ 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
23
日
（水
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、 

 

三
角
巾
（バ
ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
12
月
18
日
（金
）
※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

◎
ろ
う
そ
く
を
作
り
隊
！ 

 

～
ミ
ツ
バ
チ
を
知
っ
て
、
巣
か
ら
取
れ
る 

ロ
ウ
で
作
っ
て
み
よ
う
～ 

 

【
日
時
】
12
月
９
日
（水
）
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

※
荒
天
の
場
合
、
12
月
24
日
（木
）
に
延
期 

【
集
合
場
所
】
お
祭
り
広
場
ス
テ
ー
ジ
前 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
校
３
年
生
以
上
） 

※
火
を
扱
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
小
学
校
３
年

生
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
持
ち
物
】
飲
物
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
防
寒
着 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 

◎
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊 

 

～
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
！ 

～ 
 

【
日
時
】
12
月
23
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分 

【
集
合
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
、
中
学
生
対
象
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
持
ち
物
】
飲
物
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、 

運
動
靴 

【
協
力
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

  

◎
共
通
事
項 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
笠
原
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
込

箱
を
置
き
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
12
月
３
日
（木
） 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。） 

 

○
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

キ
ッ
ズ
・ラ
ボ
「
電
池
か
ら
地
球
環
境
を

考
え
よ
う
」
開
催 

  

電
池
を
切
り
口
と
し
た
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
環

境
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う
！ 

【
日
時
】
12
月
20
日
（日
） 

午
前
９
時
30
分
～
正
午 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

【
募
集
人
数
】
20
名 

【
参
加
費
】
１
０
０
円 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
筆
記
用
具 

【
申
込
締
切
】
12
月
17
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

キ
ッ
ズ
・
ラ
ボ
実
行
委
員
会
（吉
井
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
２
３ 
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「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

子
供
の
た
め
の
星
の
観
察
会
「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
キ
ッ
ズ
」
第
３
回
「
つ
き
の
か
ぐ
や
」
を
開
催

し
ま
す
。 

今
回
は
、
望
遠
鏡
で
見
た
月
の
絵
を
か
こ
う
！ 

【
日
時
】
12
月
23
日
（水
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
午
後
６
時
30
分
よ
り
受
付
開
始 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能
で
す
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
講
師
】
官
谷
幸
利
（国
立
天
文
台
研
究
員
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
会 

 
 

事
務
局
（国
立
天
文
台
内
） 

官
谷
幸
利 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催 

 

【
日
時
】
12
月
13
日
（日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

     

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
３
日
（木
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
７
日
（月
）、
８
日
（火
）、 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

９
日
（水
）、
10
日
（木
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）
午

後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 

12
月
23
日
（水
）は
祝
日
の
た
め
、
診
療
所
は
休

診
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
午
後
の
外
来
診
療
は

12
月
22
日
（火
）に
実
施
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
12
月
10
日
（木
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
12
月
３
日
（木
） 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
12
月
18
日
（金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
必
要
な
も
の
】
運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

講
演
会
の
開
催 

 

～
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
～ 

 

女
性
の
か
ら
だ
は
一
生
の
う
ち
で
様
々
に
変
化
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
か
ら
だ
か
ら
の
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
充
実
し
た
人
生
を
送
り
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
村
内
在
住
の
女
性 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
３
日
（木
）
午
後
７
時
～
８
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
６
日
（日
）
午
後
７
時
～
８
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
講
師
】
橋
本 

洋
子
（産
婦
人
科
医
師
） 

【
そ
の
他
】 

当
日
は
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，５７０ (±0) １１，２９０ (±0)

特 ２ 等 ３３，８５０ (±0) １６，９３０ (±0)

１ 等 ４５，１４０ (±0) ２２，５７０ (±0)

特 １ 等 ５２，１９０ (±0) ２６，１００ (±0)

特 等 ５６，４９０ (±0) ２８，２５０ (±0)

２等（学割） １８，０６０ (±0) 
２等 

（身体障害者割引） １１，２９０ (±0)  ５，６５０ (±0)
村民割引 

（往復）２等 ３３，８６０ (±0) １６，９４０ (±0)

貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，２０４ (±0)

２  等  品 １４，１５４ (±0)

３  等  品 １３，０２０ (±0)

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５２３ (±0)

０．０７５トン以下  １，１３４ (±0)

１２月の燃料油価格変動調整金 
 

 １２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 
単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１ 等  品 ８，６４５ （+581）

２  等  品 ８，１０４ （+544）

３  等  品 ７，５６４ （+508）

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８６６ （+58）

０．０７５トン以下 ６５３ （+44）

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２３０ (+450) ２，１２０ (+230)

１ 等 ８，４７０ (+910) ４，２４０ (+460)

村民割引 
（往復）２等 ５，５００ (+580) ２，７６０ (+300)
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クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：育児学級の名称ですか…。私も応募しよう！ ０才→「オキアミベビークラス」、１才→「よちよち

オキアミクラス」、２才→「わくわくオキアミクラス」、３～６才→「オキアミっこクラス」！！！

どうですか！？ 
 

保健師：ご応募ありがとうございます。クジラさんは、オキアミが大好きなのですね。 
 

クジラ：えぇ、他の魚も食べることはあるのですが、やはりオキアミが一番ですね！おふくろの味です！ 
 

保健師：クジラさんが応募してくださった名称は、村民の方が応募してくださった名称と一緒に厳正な審査を

行いますので、結果を楽しみにお待ちください。 
 

クジラ：分かりました！また思いついたら応募してもいいですか？ 
 

保健師：はい。一人何回でも応募してくださってかまいません。思いついたらすぐに応募してください。 
 

クジラ：分かりました！ 海の仲間にも、応募するよう声をかけてみます！では！（ザブ～ン） 

育児学級の新しい名称、大募集！ 
１２月に入り、小笠原村にも師走ムードが漂い始めました。クリスマスを行い、１年に感謝しながら大

掃除をし、新年を迎える・・・。来年はどんな楽しい年になるでしょう。 

さて、小笠原村の育児学級も新年を迎えるにあたり、リニューアルしたいと考えております。年齢ごと

にクラス分けし、対象の方が育児学級に参加しやすいようにお誘いしていきたいと思います。 

また、新しく作るクラスに名前をつけることになりました。村民の皆様のアイデアと知恵をお借りし、

素敵な名前を付けたいと思いますので、ご協力よろしくお願いします。 

なお、小笠原村に住民票がある乳幼児は自動的に対象年齢のクラスに登録され、イベント等をお知らせ

します。 

◎募集名称項目◎ 

① ０才クラス（おおむね０才～１才未満）   → 「○○」クラス 

② １才クラス（おおむね１才～２才未満）   → 「△△」クラス 

③ ２才クラス（おおむね２才～３才程度）   → 「□□」クラス 

④ ３才～就学前クラス（おおむね３才～６才） → 「☆☆」クラス 

※①～④のうち、どれか一つの名称の応募でもかまいません。 
 

 

◎募集期間◎ 

平成２１年１２月１日（火）～１２月２５日（金） 
 

 

◎応募方法◎ 

＜父島＞ 地域福祉センターの掲示板横、村役場村民課福祉係のカウンターに応募用紙と 

回収箱を設置 

＜母島＞ 支所の玄関口横の机に応募用紙と回収箱を設置 
 

 

◎発表時期◎ 

村民だより２月号の「けんこう通信」で、採用された方のお名前と 

各クラスの名称を発表する予定です。 

 

 

 

皆様のアイデア、ひらめきをお待ちしております♪ どしどしご応募ください！！！ 

何にしようかな～

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １１８ 号 ― 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
今
ま
で
の
村
民
だ
よ
り
「
世
界
自
然
遺
産
の 

 

コ
ー
ナ
ー
」
よ
り
抜
粋
（１
） 

 

村
民
だ
よ
り
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
関
し
ユ
ネ
ス

コ
事
務
局
に
推
薦
書
（案
）
を
提
出
し
、
書
類
上
の
審

査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
ま
で
の
遺
産
コ
ー
ナ
ー
か
ら
、
分
か
り

や
す
い
形
で
、
再
度
整
理
し
た
情
報
を
３
回
に
分
け

て
提
供
し
ま
す
。 

 【
世
界
遺
産
っ
て
何
？ 

】 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
上
の
貴
重
な
自
然
地
域

や
文
化
財
な
ど
を
「
人
類
共
通
の
貴
重
な
財
産
」

と
し
て
、
将
来
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
）
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
も
の
を

い
い
ま
す
。 

現
在
、
自
然
遺
産
が
１
７
６
件
、
文
化
遺
産
が

６
８
９
件
、
両
者
を
兼
ね
備
え
た
複
合
遺
産
が
25

件
、
全
体
で
８
９
０
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
自
然
遺
産
で
あ
る
屋
久
島
の
自
然
は
、

屋
久
島
の
人
々
や
日
本
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

世
界
の
人
々
に
と
っ
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
財
産
と
し
て
、
世
界
的

に
認
め
ら
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。 世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
類
共
通

の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
世
界
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
同
時
に
、
そ
れ
を
保
護
お
よ
び
継
承
し
て
い
く

責
任
も
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

【
な
ぜ
小
笠
原
が
候
補
地
に
な
っ
た
の
？ 

】 

世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
る
に
は
、
世
界
的
に
見

て
類
ま
れ
な
価
値
が
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
る

「
登
録
基
準
」
を
１
つ
以
上
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

さ
ら
に
、
そ
れ
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
護
す
る

し
く
み
「
保
護
担
保
措
置
」
が
必
要
で
す
。平
成
15

年
５
月
に
国
の
「
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
関
す

る
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
、
富
士
山
や
日
高
山
脈

な
ど
、
日
本
の
自
然
を
代
表
す
る
19
の
地
域
に
つ

い
て
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
基
準
に
適
合
す
る

か
ど
う
か
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
学
術
的
・
専
門
的
な
観
点
か
ら
、

基
準
を
ク
リ
ア
す
る
可
能
性
が
高
い
地
域
と
し
て

「
知
床
」「
小
笠
原
諸
島
」「
琉
球
諸
島
」
の
３
地

域
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
、
小
笠
原
は
次
の

３
つ
の
基
準
で
適
合
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。 

①
地
形
・
地
質 

地
球
の
歴
史
に
お
い
て
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
大
陸
形
成
過
程
の
最
初
の
部
分

に
つ
い
て
無
類
の
洞
察
を
与
え
て
く
れ
る
世

界
で
も
唯
一
の
場
所
で
あ
る
。 

②
生
態
系 

海
洋
島
を
特
徴
づ
け
る
独
特
の
島
嶼

生
態
系
を
有
し
て
い
る
。 

③
生
物
多
様
性 

多
く
の
固
有
種
、
希
少
種
の
生

息
地
。
海
洋
生
物
の
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。 

 

【
候
補
地
に
選
択
さ
れ
て
か
ら
の
５
年
間
は
？ 

】 

私
た
ち
が
身
近
に
接
し
て
い
る
小
笠
原
の
自

然
が
、「
世
界
的
に
類
ま
れ
な
価
値
が
あ
る
」
と
評

価
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
す
ぐ
に
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

小
笠
原
の
自
然
を
保
護
す
る
た
め
に
、
国
立
公

園
区
域
の
見
直
し
や
林
野
庁
所
管
の
国
有
林
の
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
指
定
、
鳥
獣
保
護
地
区
の

指
定
等
を
行
う
こ
と
で
、
保
護
担
保
措
置
を
拡
充

し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
小
笠
原
の
場
合
は
そ
の
脆
弱
な
生
態
系

か
ら
外
来
種
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
り

自
然
再
生
事
業
を
行
な
う
と
共
に
外
来
種
対
策
を

推
進
し
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
。 

 

【
登
録
の
可
能
性
は
？ 

】 

世
界
遺
産
の
う
ち
自
然
遺
産
の
審
査
は
非
常

に
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
み

る
と
、
各
国
が
推
薦
し
た
候
補
地
の
う
ち
登
録
さ

れ
る
も
の
は
５
割
前
後
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。 小

笠
原
の
場
合
、
多
く
の
固
有
種
・
希
少
種
が

生
息
し
、
特
異
な
生
態
系
を
持
つ
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、逆
に
言
え
ば
こ
の
生
態
系
、

生
物
多
様
性
を
い
か
に
守
っ
て
い
け
る
か
が
、
登

録
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。 

行
政
に
よ
る
保
護
、
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

基
盤
と
な
る
地
域
社
会
、
住
民
生
活
に
お
い
て
も

自
然
環
境
の
保
全
と
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

地
元
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
、
小
笠
原
の
自
然
の

価
値
に
目
覚
め
、
世
界
遺
産
の
目
的
で
あ
る
「
人

類
共
通
の
財
産
と
し
て
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
」

と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

来
月
号
で
は
登
録
に
伴
う
経
済
的
効
果
や
生

活
面
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か
を
、
記

載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◎
第
４
回 

２
９
９
（ニ
ク
キ
ュ
ー
）
の
会
の
開
催 

 

～
母
島
で
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
の 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
～ 

 

 

母
島
の
ペ
ッ
ト
飼
い
主
の
会
「
２
９
９
（
ニ
ク 

 

キ
ュ
ー
）の
会
」
の
会
合
が
11
月
15
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ネ
コ
飼
い
主
６
人
、
イ
ヌ
飼
い
主
６
人
が

集
ま
り
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

一
番
の
課
題
は
、
派
遣
診
療
の
継
続
で
す
。
い
つ

ま
で
も
自
分
の
家
族
で
あ
る
ペ
ッ
ト
が
元
気
で
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
昨
年
、
今
年
と
行
わ
れ
た
よ
う

な
、
内
地
最
先
端
の
治
療
と
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
飼
い
主
と
し
て
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
声
を
集
め
、
関
係
機
関

へ
要
望
し
て
い
く
か
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
な

が
ら
、
飼
い
主
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
次
回
の
２
９
９
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
を
！ 

【
日
時
】
12
月
７
日
（月
）
午
後
７
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
「
２
９
９
の
会
」
問
合
せ
先 

 
 

有
賀 

 
 

０
９
０
―
３
０
６
０
―
８
４
９
３ 

 
 

有
川 

 
 

０
９
０
―
３
５
０
２
―
８
３
５
５ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
19
回
「
生
物
の
機
能
」 

 

生
物
に
は
、
生
態
系
の
中
で
の
「
機
能
」
が
あ
り

ま
す
。
ハ
チ
は
花
粉
の
運
び
屋
で
す
し
、
樹
木
は
生

物
の
住
処
と
な
る
森
林
を
作
り
ま
す
。
絶
滅
と
は
、

生
態
系
か
ら
そ
の
「
機
能
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
種
子
を
胃
の
中
で
割
っ
て
消
化

し
ま
す
が
、
時
に
は
糞
の
中
か
ら
小
さ
な
種
子
が
壊

れ
ず
に
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
列
島
間
も
飛

び
越
す
移
動
力
を
持
つ
鳥
で
す
か
ら
、
小
型
種
子
の

散
布
者
と
し
て
機
能
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ 

ん
。 一

方
で
、
ハ
ト
類
は
し
ば
し
ば
タ
カ
の
食
物
と
な

り
ま
す
。
お
そ
ら
く
ノ
ス
リ
に
と
っ
て
も
、
定
番
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。「
他
種
の
食
物
」

も
、
生
態
系
を
支
え
る
重
要
な
機
能
で
す
。
ノ
ス
リ

が
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を
食
べ
て
い
る
と
、
保
全
に
取
り
組

む
人
に
見
と
が
め
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
生
態
系
本
来

の
姿
で
す
。 

し
か
し
現
実
に
は
、
ノ
ス
リ
は
数
少
な
い
ア
カ 

ポ
ッ
ポ
を
口
に
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ネ
ズ

ミ
な
ど
の
外
来
種
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
す
。 

ノ
ス
リ
の
た
め
に
も
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
数
が
増
え

て
、
本
来
の
生
態
系
の
姿
に
戻
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 

森
林
総
研
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

「
イ
ル
カ
の
総
合
学
習
」 

 

10
月
下
旬
、
小
笠
原
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し

た
イ
ル
カ
の
総
合
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
学

習
、
海
洋
実
習
、
事
後
学
習
の
三
本
立
て
で
、
計
８

時
限
の
足
か
け
２
日
間
に
わ
た
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

ぷ
り
の
内
容
で
す
。
事
前
学
習
で
は
イ
ル
カ
と
ク
ジ

ラ
の
違
い
、
イ
ル
カ
の
視
力
、
イ
ル
カ
は
匂
い
を
感

じ
る
か
、
イ
ル
カ
は
ど
こ
か
ら
音
を
出
し
て
ど
こ
で

音
を
聞
く
の
か
、
何
種
類
の
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
が
小

笠
原
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
イ
ル
カ
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。 

海
洋
実
習
で
は
、
生
徒
た
ち
に
実
際
に
海
に
出
て

イ
ル
カ
調
査
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
イ
ル
カ

を
驚
か
さ
な
い
入
水
方
法
、
イ
ル
カ
観
察
の
ポ
イ
ン

ト
、
注
意
す
べ
き
イ
ル
カ
の
行
動
に
つ
い
て
話
を
し

た
後
、
準
備
運
動
も
兼
ね
て
み
ん
な
で
泳
ぎ
の
練
習

で
す
。船
長
と
ス
タ
ッ
フ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
後
、

い
よ
い
よ
イ
ル
カ
探
し
に
出
発
。
し
か
し
最
初
に
向

か
っ
た
南
島
周
辺
で
も
、
兄
島
や
弟
島
西
側
の
海
域

で
も
イ
ル
カ
を
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
あ
い
に

く
の
雨
模
様
。
あ
き
ら
め
て
父
島
へ
戻
る
帰
路
の
途

中
、つ
い
に
猫
岩
付
近
で
イ
ル
カ
の
背
び
れ
を
発
見
。

テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
り
気
味
だ
っ
た
生
徒
た
ち
も
大

興
奮
で
す
。
イ
ル
カ
の
状
況
を
注
意
深
く
観
察
し
な

が
ら
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
の
自
主
ル
ー
ル
に
基
づ

い
た
上
で
、
イ
ル
カ
調
査
を
無
事
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
だ
と
一
緒
に
泳
い
で
楽
し

か
っ
た
！ 

で
終
わ
り
ま
す
が
、
今
回
は
総
合
学
習
、

ま
だ
ま
だ
事
後
学
習
が
残
っ
て
い
ま
す
。
父
島
に 

戻
っ
て
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ

れ
た
約
２
０
０
頭
あ
ま
り
の
個
体
識
別
デ
ー
タ
と
に

ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
自
身
が
観
察
し
た

個
体
の
識
別
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
特
徴
的
な
個
体
は
す

ぐ
に
分
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
若
干
分
か
り
に
く
い

個
体
も
い
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
調
査
で
、
１
９
９

６
年
９
月
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
＃
27

（
通
称 

 

チ
ュ
ー
ヤ
ン
）、２
０
０
２
年
５
月
か
ら
確
認
さ
れ
て

い
る
＃
１
０
５
、
２
０
０
１
年
２
月
か
ら
確
認
さ
れ

て
い
る
＃
５
（通
称
コ
ブ
ち
ゃ
ん
）、
そ
し
て
初
め
て

確
認
さ
れ
た
＃
２
６
３
の
計
４
個
体
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

イ
ル
カ
の
総
合
学
習
は
、
島
周
り
に
イ
ル
カ
が
定

住
し
、
そ
し
て
気
候
が
温
暖
な
小
笠
原
な
ら
で
は
の

授
業
で
し
た
。
今
回
の
授
業
な
ど
を
通
し
て
、
島
の

中
学
生
た
ち
が
少
し
で
も
イ
ル
カ
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
ま
す
よ
う
に
。 

                 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
103 

 

―
２
０
０
９
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
巣
数
― 

 

「
今
年
は
、
カ
メ
見
な
い
ね
ぇ
。」、
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
た
カ
メ
シ
ー
ズ
ン
。
調
査
中
も
、
過
去

最
高
の
産
卵
数
を
記
録
し
た
昨
年
と
比
べ
て
、「
半
分

以
下
？ 

」
と
い
う
感
触
で
夏
が
過
ぎ
ま
し
た
。
父
島

の
大
村
海
岸
だ
け
を
例
に
あ
げ
て
も
、
昨
年
は
１
４

７
巣
、
今
年
は
44
巣
と
、
約
３
分
の
１
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
産
卵
巣
が
少
な
い
と
こ
ろ
、
今
年
は

自
然
災
害
に
よ
り
多
く
の
卵
が
水
没
、
ま
た
砂
ご
と

流
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
害
が
大
き
い
海
岸
で

は
、
波
が
満
潮
ラ
イ
ン
か
ら
約
70
ｍ
奥
に
入
り
、
60

㎝
～
１
ｍ
砂
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
く
全

体
の
形
が
変
わ
っ
た
海
岸
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

海
水
温
が
高
い
こ
と
で
異
常
潮
位
が
続
い
て
い
た
こ

と
、
台
風
通
過
時
に
満
潮
が
２
回
あ
っ
た
こ
と
な
ど

が
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
２
年
大
き

な
台
風
が
来
て
い
な
い
こ
と
で
、
海
岸
の
植
生
の
成

長
が
著
し
く
、
カ
メ
の
産
卵
場
所
が
海
岸
線
に
よ
り

近
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。 

多
く
の
産
卵
巣
が
流
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今

年
の
産
卵
巣
数
は
、
実
際
に
発
見
し
て
い
た
産
卵
巣

数
と
、
例
年
の
各
海
岸
の
産
卵
巣
数
の
割
合
を
も
と

に
割
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
父
島
列
島
で
は

７
３
６
巣
、
母
島
列
島
で
は
５
３
３
巣
と
な
り
ま
し

た
。 産

卵
海
岸
の
復
元
は
困
難
で
す
が
、
来
年
の
産
卵

シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
、
台
風
に
よ
る
倒
木
や
流
木
の
除

去
な
ど
、
少
し
で
も
以
前
の
よ
う
な
カ
メ
の
産
卵
場

所
が
確
保
で
き
る
よ
う
整
備
が
必
要
で
す
。 

 

◎
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
よ
り
平
常
ど
お
り
開
館

し
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

背びれの模様が特徴的な＃27(通称チューヤン） 
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父島列島

母島列島



ガ
ジ

ュ
マ

ル
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
点

灯
（

父
島

 ～
1

/
1

5
）

父
島

ノ
ヤ

ギ
駆

除

入
港

日
　

　
　

（
※

大
島

寄
港

便
）

出
港

日
施

　
設

粗
大

ゴ
ミ

の
日

（
母

島
）

 月
　

日

年
末

調
整

等
に

関
す

る
説

明
会

（
父

島
）

キ
ッ

ズ
・

ラ
ボ

「
電

池
か

ら
地

球
環

境
を

考
え

よ
う

」
申

込
締

切
1

2
/
2

8
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

―
平

常
ど

お
り

産
科

・
婦

人
科

専
門

診
療

（
母

島
）

保
育

士
（

非
常

勤
職

員
）

応
募

締
切

2
9

（
火

）
休

休
休

館
日

休
平

常
ど

お
り

ビ
ン

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
平

常
ど

お
り

母
島

乳
幼

児
計

測
会

ヘ
ル

ス
ア

ッ
プ

教
室

（
父

島
）

3
0

（
水

）
休

休
休

館
日

休
平

常
ど

お
り

飲
料

缶
―

講
演

会
「

女
性

の
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
に

つ
い

て
知

ろ
う

！
」

（
母

島
）

男
の

料
理

教
室

申
込

締
切

3
1

（
木

）
休

休
休

館
日

休
平

常
ど

お
り

休
休

定
期

予
防

接
種

１
/
 １

（
金

）
休

休
休

館
日

休
平

常
ど

お
り

休
休

高
校

図
書

館
開

放
２

（
土

）
休

休
休

館
日

休
平

常
ど

お
り

休
休

年
末

調
整

等
に

関
す

る
説

明
会

（
母

島
）

３
（

日
）

休
休

休
館

日
休

平
常

ど
お

り
休

休

入
港

日
４

（
月

）
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
―

―

年
末

年
始

の
村

役
場

・
村

営
施

設
等

の
業

務
日

程

休

全
域

回
収

休

平
常

ど
お

り

※
利

用
申

し
込

み
は

1
2

月
2

8
日

ま
で

休

平
常

ど
お

り

平
常

ど
お

り

父
　

　
　

　
　

島

村
役

場
診

療
所

地
域

福
祉

セ
ン

タ
ー

奥
村

運
動

場
焼

却
ご

み
収

  
  

集
扇

浦
交

流
セ

ン
タ

ー

父
島

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

（
持

ち
込

み
含

む
）

全
域

回
収

休

資
源

回
収

（
コ

ン
テ

ナ
）

情
報

セ
ン

タ
ー

1
8

金

2
水

1
火

1
6

水

1
7

木

4
金

3
木

行
　

事
　

予
　

定
日

付
曜

日
日

付
曜

日
行

　
事

　
予

　
定

1
9

土

出
港

日
キ

ッ
ズ

・
ラ

ボ
「

電
池

か
ら

地
球

環
境

を
考

え
よ

う
」

※
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
へ

ご
み

を
持

ち
込

む
方

は
、

事
前

に
建

設
水

道
課

（
２

―
３

１
１

５
）

へ
の

申
請

が
必

要
で

す
。

高
校

図
書

館
開

放
　

年
内

に
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
へ

の
持

ち
込

み
を

希
望

さ
れ

る
方

は
、

１
２

月
２

８
日

（
月

）
ま

で
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

母
島

巡
回

労
働

相
談

※
ご

み
の

回
収

は
、

１
月

５
日

（
火

）
か

ら
平

常
ど

お
り

と
な

り
ま

す
。

弟
島

ノ
ヤ

ギ
駆

除
（

 8
,1

2
）

小
笠

原
村

職
員

の
応

募
締

切

講
演

会
「

女
性

の
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
に

つ
い

て
知

ろ
う

！
」

（
父

島
）

午
後

外
来

の
実

施
施

　
設

路
線

ロ
ー

ド
レ

ー
ス

大
会

申
込

受
付

（
～

1
/
8

）
 月

　
日

 月
日

産
科

・
婦

人
科

専
門

診
療

（
父

島
 ～

1
0

）
出

港
日

1
2

/
2

8
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

1
2

/
2

8
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

２
９

９
（

ニ
ク

キ
ュ

ー
）

の
会

（
母

島
）

ビ
ー

チ
ク

リ
ー

ン
（

小
港

海
岸

）
2

9
（

火
）

休
休

休
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
2

9
（

火
）

休
日

ダ
イ

ヤ
休

日
ダ

イ
ヤ

父
島

ノ
ヤ

ギ
駆

除
男

の
料

理
教

室
3

0
（

水
）

休
休

休
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
3

0
（

水
）

休
日

ダ
イ

ヤ
休

日
ダ

イ
ヤ

入
港

日
「

ギ
ャ

ラ
ク

テ
ィ

ッ
ク

・
キ

ッ
ズ

」
開

催
3

1
（

木
）

休
休

休
休

休
3

1
（

木
）

臨
時

ダ
イ

ヤ
臨

時
ダ

イ
ヤ

東
京

三
弁

護
士

会
に

よ
る

法
律

相
談

（
母

島
）

農
業

セ
ン

タ
ー

で
あ

そ
び

隊
！

１
/
 １

（
金

）
休

休
休

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

１
/
 １

（
金

）
臨

時
ダ

イ
ヤ

臨
時

ダ
イ

ヤ

２
（

土
）

休
休

休
休

休
２

（
土

）
臨

時
ダ

イ
ヤ

臨
時

ダ
イ

ヤ

東
京

三
弁

護
士

会
に

よ
る

法
律

相
談

（
父

島
）

３
（

日
）

休
休

休
休

休
３

（
日

）
休

日
ダ

イ
ヤ

休
日

ダ
イ

ヤ

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

申
込

締
切

（
父

島
）

４
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

４
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

ろ
う

そ
く

を
作

り
隊

！
　

長
寿

（
後

期
高

齢
者

）
医

療
保

険
料

の
納

付
期

限

村
民

意
見

・
提

案
・

相
談

受
付

固
定

資
産

税
の

納
付

期
限

評
 議

 平
運

 動
 場

扇
浦

線

母
　

　
　

　
　

島

母
島

支
所

診
療

所

村
 営

 バ
 ス

村
民

会
館

1
2

月
3

1
日

（
木

）
～

1
月

2
日

（
土

）
の

ダ
イ

ヤ
は

、
各

停
留

所
に

年
末

に
掲

示
い

た
し

ま
す

。

循
環

線
ご

み
収

集

平
常

ど
お

り

※
利

用
申

し
込

み
は

1
2

月
2

8
日

ま
で

資
源

回
収

物
（
コ

ン
テ

ナ
）

2
4

木

2
3

水

2
2

火

7
月

6
日

8
火

9
水

2
0

日

2
1

月

5
土

天
皇

誕
生

日

電
話

に
よ

る
無

料
法

律
相

談

小
笠

原
高

校
公

開
講

座
（

ﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
・

楽
し

く
走

る
）

申
込

締
切

「
海

の
図

画
コ

ン
ク

ー
ル

」
展

示
会

終
了

　
年

末
年

始
の

村
役

場
・

村
営

施
設

等
の

業
務

は
上

記
一

覧
表

の
と

お
り

と
な

り
ま

す
。

乳
幼

児
健

診
・

歯
科

健
診

（
父

島
）

育
児

学
級

の
名

称
募

集
締

切
　

な
お

、
診

療
所

で
の

急
患

対
応

は
、

年
末

年
始

を
問

わ
ず

１
１

９
番

で
取

り
扱

い
ま

す
。

　
村

民
の

皆
様

に
は

ご
迷

惑
を

お
か

け
い

た
し

ま
す

が
、

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

出
港

日
高

校
図

書
館

開
放

父
母

交
流

ス
ポ

ー
ツ

大
会

（
父

島
）

高
校

図
書

館
開

放
南

島
入

島
可

能
（

～
1

/
2

）
　

フ
ィ

ー
ル

ド
解

説
「

地
名

の
由

来
を

知
り

た
い

！
」

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

大
会

（
父

島
）

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

入
港

日

森
林

生
態

系
保

護
地

域
入

林
受

付
（

母
島

）

小
笠

原
高

校
公

開
講

座
（

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｰ
講

座
(初

級
)）

申
込

締
切

カ
ウ

ン
ト

ダ
ウ

ン
イ

ベ
ン

ト

●
問

合
せ

先
　

村
営

バ
ス

営
業

所
　

　
２

―
３

９
８

８
　

産
業

観
光

課
　

　
　

　
２

―
３

１
１

４

2
8

月

2
9

火

3
0

水

2
7

日

2
5

金 土
2

6
1

1
金

1
2

土

1
4

月

1
3

日

1
0

木

入
・
出

港
日

入
・
出

港
日

カ
ウ

ン
ト

ダ
ウ

ン
イ

ン
ト

行
政

相
談

所
の

開
設

（
母

島
）

3
1

木
1

5
火




